
第16回全日本レディースソフトボール大会北海道予選会 
主催 北海道ソフトボール協会 

主管 札幌ソフトボール協会 

会期 平成２３年７月１６日(土)～１７日(日) 予備日１８日(月) 

会場 Ａ 天使大学中沼球場（札幌市東区中沼町１４ー９） 

    Ｂ モエレ沼公園球場（札幌市東区モエレ沼公園１ー１） 

 



 

 
スマイリーズは、ほとんどの選手が日頃ママさんソフトボールの大会に出場している熟練選手

を要したチームです。４回裏、１回に二塁打を放っている３番「木野江里子」が先頭打者安打

出塁し犠打で二進、続く二連打で先取点とし、その後暴投・三者連続失策出塁・三連打を挟み

死球と四球の攻撃で８連続得点を加点して、９点挙げた。この終盤得点をじっと待って「田倉

静江」投手は、三振１２個奪い無安打完封勝利を収めた。浦河女子は今年も初戦突破が出来ず

１勝の荷は重かった。 

 



 
スマイリーズは、３回まで「小室綾花」投手に毎回安打１本に抑えられ無得点で終わる。４回

から投手が「片寄かおり」に継投となって、５回裏先頭打者１番「長谷川拓美」安打出塁・二

者連続四球出塁となる四球目が暴投となり１点目を拾う、つづく４番「乙坂寿子」５番「笠松

暁子」のバント安打によって２点が加点となり、好敵手より貴重な勝利を収めた。ＮＡＮ’Ｓは

５回辺りからの雨模様と時間制によるハンディを痛感した。 

 

 
ＬＥＯＮＥ ＲＯＳＳＡは、１回表先頭打者安打出塁し、二死後６番から連打し８番「佐々木

亜沙美」三塁打９番「畠山奈子」ランニング本塁打と下位打線が猛攻し、一挙に７点を挙げ

た。３回裏に３連打され１点を失ったが５回には、再び打者９人送り４得点を加点して大量点

となって勝利を収めた。石狩ＳＣレディースは、３番「小早川幸子」二塁打出塁、４番「高橋

千晶」タイムリーで１点とり完封は免れた。 

 



 
ＧＬＯＷ ＮＩＮＥは、４回裏二死後満塁のチャンスに四球と２番「太田早百合」３点二塁打

により４点、更に失策出塁・連打出塁と好機が続き６番「川瀬もも」二塁打で迎え入れ４点が

加わり８点とした。この得点を「田原亜希子」投手が投げきって順調な滑り出しとなった。Ｙ

ａｋｕｍｏ ｔｗｏ ｓｅａは、５番「吉田夏江」三塁打出塁が犠打得点された。 

 

 
豊頃塁球倶楽部は、３回を除く毎回得点を、４番「近 真季子」三塁打２本を含む安打１０本

で挙げ、初戦となった準々決勝戦を終えた。一方嵐は、３回まで安打１本と揮わず、４回表７

番「諏訪智美」２点二塁打と失策出塁走者の得点と合わせ３点取ったが相手に追いつくことが

出来なかった。 

 



 
ＬＥＯＮＥ ＲＯＳＳＡは、ＮＡＮ’Ｓを破り勝ち進んできたスマイリーズを相手に４回まで安

打１本と沈んでいたが、５回表二死７番「佐々木亜沙美」三塁打出塁を８番「小西安紀」タイ

ムリーで先取点とした。６回表は、打順１番から一死後２番「加藤由華」３番「菅原裕子」連

打出塁し、スクイズで２点・暴投で１点として試合決めた。スマイリーズは、最終回に「竹本

奈美」が得点して一矢を報いた。 

 

 
豊頃塁球倶楽部は、３回裏１番「菅野美由紀」からの攻撃を迎え四球出塁、２番「小笠ゆか

り」の犠打バント処理からＧＬＯＷ ＮＩＮＥの守備に乱れが生じ、打者６人で四球・犠打２

個・野手選択・失策３個によって３点を拾い、流を一気に引き寄せ念願の決勝に向けて駒を進

めた。ＧＬＯＷ ＮＩＮＥは、５回「鈴木千賀子」投手から連続四球による得点を挙げ昨年の

覇者の面目を保った。 

 



 
豊頃塁球倶楽部は、先制点を許しながらも耐えて３回裏二者が失策出塁し無死二・三塁、２番「小

笠ゆかり」主将の右前に小飛球で同点、３番「渡辺ひろみ」センターへの犠打で勝ち越し点を挙

げた。試合はこの後「川村亜矢」と「小西安紀」の粘りの投手戦となり、札幌と豊頃の応援者は

最後まで熱い視線をグランドから離すことが出来なかった。ＬＥＯＮＥ ＲＯＳＳＡは初回１番

「山口香織」中前安打出塁、盗塁しスグイズで先制点とした。 


